
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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右
に
寄
せ
る

向
勢
に

①

② 引
き
し
め
る

長
く

息
の
長
い

筆
運
び
で

中心 中心

〔
貫
〕

〔
之
〕

〔
但
〕

〔
否
〕

〔
泰
〕

〔
有
〕

上
部
は
余
白
を
等
間
隔
に
し
て
、
横
画
を
長
く
し
字
幅
を
と
る
。
下

部
は
上
部
よ
り
や
や
右
に
寄
せ
る
。
貝
の
内
部
の
余
白
に
留
意
す
る
。

全
体
に
不
等
辺
三
角
形
に
形
づ
く
る
。
各
画
は
筆
脈
を
通
し
、
３
画

目
は
鋒
先
へ
神
経
を
行
き
渡
ら
せ
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
す
る
。

亻
は
太
め
に
力
強
く
。
旁
の
上
下
に
余
白
を
残
し
、
日
の
縦
画
は
思

い
切
っ
て
内
側
に
絞
る
。

こ
の
字
は
小
さ
く
ま
と
め
る
。
中
心
に
気
を
配
り
、
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
。
口
は
右
に
寄
せ
る
。

３
本
の
横
画
は
右
上
が
り
を
強
く
、
４
画
目
は
中
心
よ
り
左
か
ら
書

き
は
じ
め
、
息
を
長
く
の
び
の
び
と
は
ら
う
。
　
は
ほ
ぼ
中
心
に
置

く
。

筆
順
に
留
意
し（
骨
法
参
照
）、
月
は
包
み
込
む
よ
う
な
向
勢
（
縦
画

が
互
い
に
外
側
へ
ふ
く
ら
む
よ
う
に
向
き
合
う
）
の
形
に
す
る
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

孔
子
廟
堂
碑（
虞
世
南
）

こ
う

し
び
ょ
う
ど
う
の
ひ

ぐ

せ
い
な
ん

〔
貫
之
但
否
泰
有
〕
之こ

れ

を
貫つ

ら
ぬ

く
。
但た

だ
否ひ

泰た
い

に（
期
）有
る
は
、

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 古 川 暁 洲 臨１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



し
だ
い
に
太
く

左
に
長
く

右上がり
に

小
さ
く

太
目
に
し
っ
か
り
と

〔
之
〕

〔
相
〕

〔
與
〕

〔
俯
〕

〔
仰
〕

〔
一
〕

１
画
目
か
ら
２
画
目
の
筆
の
動
き
を
大
切
に
。
そ
れ
ぞ
れ
の
線
の
方

向
に
気
を
つ
け
、
全
体
に
大
き
く
し
な
い
。

１
画
目
横
画
は
す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
し
、
左
に
長
く
出
す
。
目
は

太
細
の
変
化
に
留
意
し
、
特
に
右
側
の
縦
画
を
太
く
す
る
。

上
部
左
右
の
縦
画
は
内
側
に
引
き
し
め
る
よ
う
に
書
き
、
横
画
は
長

く
右
上
が
り
に
す
る
。
下
部
２
つ
の
点
は
互
い
に
呼
応
し
あ
い
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
お
さ
め
る
。

亻
の
１
画
目
は
太
め
に
終
筆
は
止
め
る
。
２
画
目
始
筆
は
１
画
目
と

接
し
な
い
。
付
の
最
終
点
は
筆
を
巻
き
こ
む
よ
う
に
す
る
。

亻
は
上
の
文
字
と
は
違
う
形
と
な
る
。
卯
の
１
画
目
は
短
い
横
画
と

な
り
左
か
ら
右
へ
。
中
央
下
部
に
余
白
を
多
く
と
る
。

筆
の
入
り
方
に
気
を
つ
け
、
少
し
う
ね
る
。
紙
面
の
位
置
に
十
分
に

注
意
す
る
こ
と
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

蘭
亭
叙（
王
羲
之
）

ら
ん
て
い
じ
ょ

お
う

ぎ

し

原　

帖

〔
之
相
與
俯
仰
一
〕
相あ

い

與と
も

に
一（
世せ

い

）に
俯ふ

仰ぎ
ょ
う

す
る
や
、
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草書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



★
筆
先
を
ま
と
め
て
か
ら
次
画
へ

方
向
を

　
　対
応
さ
せ
る
白
を
広
く

下から受けて蔵筆で入る

〔
壁
〕

〔
經
〕

〔
府
〕

〔
羅
〕

〔
將
〕

〔
相
〕

上
部
の
動
き
を
大
き
く
、
左
右
の
主
画
の
長
い
線
は
方
向
を
対
応
さ

せ
る
。
土
は
小
さ
く
、
入
筆
・
終
筆
は
慎
重
に
。
土
の
左
側
に
余
白

を
つ
く
る
。

偏
は
糸
ヘ
ン
な
の
で
、
細
か
い
筆
づ
か
い
に
留
意
し
、
縦
長
に
ま
と

め
る
。
旁
の
部
分
は
軽
快
に
、
回
転
部
分
を
ス
ム
ー
ズ
に
。

概
形
は
横
広
に
つ
く
り
、
余
白
の
広
狭
に
注
意
す
る
。
太
細
の
変
化

を
つ
け
る
。

全
体
に
軽
い
タ
ッ
チ
の
書
き
振
り
で
ま
と
め
る
。
左
右
に
回
転
す
る

箇
所
（
骨
法
★
印
）
は
筆
先
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
か
ら
次
画
へ
。

偏
は
筆
順
に
注
意
し
、
太
く
圧
を
か
け
て
力
強
く
。
旁
は
中
に
空
間

を
広
く
と
り
、
細
め
に
す
っ
き
り
と
。

横
広
な
形
に
し
、
２
画
目
は
下
か
ら
受
け
て
蔵
筆
で
入
る
。
偏
か
ら

旁
へ
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
。

※

※
蔵
筆（
蔵
鋒
）…
筆
の
鋒
先
が
筆
画
の
外
に
あ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
。

ぞ
う
ひ
つ

ぞ
う
ほ
う

草
書
臨
書
課
題
解
説

草
書
臨
書
課
題
解
説

真
草
千
字
文
（
智
永
）

し
ん
そ
う
せ
ん

じ

も
ん

ち

え
い

〔
壁
經
府
羅
將
相
〕
壁へ

き

経け
い

あ
り
。
府
に
は
将し

ょ
う

相し
ょ
う

羅つ
ら

な
り
、

原　

帖
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書１月号

※出品段級位（調和体部 新級〜八段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
近◎

く
の
神
社
に
初
詣
で
し
ま
し
た
寒
椿　

が
咲
い
て
静
か
な
迎◎

春
の
心
に
少
し
ば
か
り

　
　
　

華
や
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
し
た　

本◎

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

淡
々
と

落
ち
つ
け
て

し
っ
か
り
と

楽
な
気
分
で
収
め
る

沈
着
に

渇
筆
で
大
胆
に
山
場
を
つ
く
る

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

さ
せ
る
基
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
変
化
さ
せ
な
が
ら
統
一
さ
れ
た
美
を
表
現
す
る
こ

と
が
、
書
作
品
制
作
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
『
作
品
づ
く
り
で
大
切
な
こ
と
は
、
単
に
与
え
ら
れ
た
手
本
を
仕
上
げ
る
だ
け
で

な
く
、
古
典
を
踏
ま
え
た
手
法
を
、
如
何
に
う
ま
く
組
み
立
て
る
か
が
肝
要
で
す
。

先
達
、
鷹
揚
会
の
研
修
会
に
寄
せ
て
頂
い
た
折
、
今
迄
以
上
に
多
く
の
方
達
が
、
古

典
や
辞
典
か
ら
集
字
さ
れ
て
い
て
、
文
字
の
組
立
を
工
夫
さ
れ
て
い
る
様
を
見
て
、

更
に
多
く
の
方
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

書
籍
や
新
聞
、
パ
ソ
コ
ン
の
活
字
は
、
統
一
感
が
有
り
、
大
変
読
み
易
い
と
い
う

利
点
が
有
り
ま
す
。
大
体
に
お
い
て
文
字
が
正
方
形
内
に
収
ま
る
よ
う
点
画
が
構
成

さ
れ
、
均
一
化
さ
れ
た
結
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
さ
や
方
向
ま
で
も
同
じ
で
、
画

一
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
字
を
記
す
と
い
う
点
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
書
の
表
現
方
法
は
こ
れ
と
全
く
内

容
を
異
に
し
ま
す
。
書
の
趣
は
、
こ
れ
ら
活
字

の
単
調
で
平
凡
な
繰
り
返
し
の
真
逆
を
遂
行
す

る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

文
字
に
大
小
・
長
短
・
振
幅
の
変
化
を
つ
け

る
。
線
に
太
細
・
肥
瘦
を
つ
け
る
。
点
画
の
長

短
を
明
確
に
し
、
線
の
方
向
・
余
白
や
字
間
の

変
化
を
考
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
処
理
し
た

上
で
、
全
体
を
い
か
に
上
手
く
統
一
し
て
ゆ
く

か
が
、
格
調
高
い
情
趣
豊
か
な
書
作
品
を
誕
生

〔
畫

◎

閣
餘
寒
在　

新
年
舊
燕

◎

歸　

梅
花
犹
帶
雪

◎

　

未
得
試
春
衣
〕
張　

起

読
み
︱
画が

閣か
く

余よ

寒か
ん

在あ

り
、
新し

ん

年ね
ん

旧き
ゅ
う

燕え
ん

帰か
え

る
。
梅ば

い

花か

猶な

お
雪ゆ

き

を
帯お

び
、
未い

ま

だ
春し

ゅ
ん

衣い

を
試こ

こ
ろ

む
る
を
得え

ず
。

意
味
︱
画
の
あ
る
楼
閣
に
ま
だ
寒
さ
が
の
こ
り
、
新
年
に
な
っ
て
昔
の
燕
が
帰
っ
て
き
た
。
梅
の
花
は
な
お
雪
を
帯
び
て
、

　
　
　

ま
た
春
の
衣
を
着
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
謬

◎

云
形
大
地　

地
惟

◎

東
吳
偏　

山
水

◎

古
佳
麗
〕　

読
み
︱
謬あ

や
ま

り
て
云
う
、
大
地
に
形か

た

ど
る
と
。
地
は
惟た

だ
東と

う

呉ご

に
偏へ

ん

す
、
山
水
古

い
に
し
え

よ
り
佳か

麗れ
い

。

意
味
︱
誤
っ
て
大
地
に
形
ど
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
東と

う

呉ご

に
か
た
よ
っ
て
い
る
が
、
山
水
は
昔
か
ら
美
し
い
。

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

　

そ
の
ド
ロ
ー
ン
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
特
に
感
じ
た
の
は
豪
雨
で
土
砂
災
害
に
遭
い
、
家
が
流
さ
れ
、
そ
の
上

二
次
災
害
が
予
想
さ
れ
人
が
近
づ
け
な
い
よ
う
な
場
面
で
、
ド
ロ
ー
ン
で
被

害
の
状
況
や
行
方
不
明
者
を
空
か
ら
捜
す
の
に
活
用
し
て
い
る
の
に
は
、
思

わ
ず
ガ
ッ
テ
ン
し
て
し
ま
い
ま
す
。
車
で
通
れ
な
く
な
っ
た
集
落
に
救
助
品

を
運
ぶ
こ
と
や
、
薬
剤
を
散
布
す
る
便
利
な
優
れ
モ
ノ
。

そ
の
う
ち
Ａ
・
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
搭
載
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
並
み
の
静

か
さ
で
空
を
飛
び
か
う
ド
ロ
ー
ン
の
日
が
く
る
か
も
。

　

偏
と
旁
で
構
成
さ
れ
た
字
は
、
旁
が
全
て
上
に
位
置
し
て
あ
る
こ
と
に
着

目
し
大
小
に
も
意
を
は
ら
っ
て
下
さ
い
。

　
　

◆
蜀し

ょ
く 
素そ 

帖ち
ょ
う

（
米べ

い

芾ふ
つ

）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
こ
の
ペ
ー
ジ
と
共
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

稿
を
埋
め
て
い
る
（
10
／
17
）
今
朝
の
地
元
朝
刊
の
一
面
に
、
全
国
の
紅

葉
ベ
ス
ト
10
に
は
必
ず
入
る
八
甲
田
の
燃
え
る
秋
が
、
自
分
を
誘
っ
て
い
る

よ
う
に
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ア
ン
グ
ル
の
空
か
ら
の
風
景
写
真
は
見
た

こ
と
が
な
い
な
ぁ
と
魅
入
っ
て
い
た
ら
、
案
の
定
ド
ロ
ー
ン
か
ら
撮
影
と
あ

り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
が
世
に
出
て
以
来
、
ず
い
ぶ
ん
と
空
撮
写
真
が
多
く
な

っ
た
し
、
今
ま
で
写
す
こ
と
の
難
し
か
っ
た
場
所
の
景
色
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
こ
ち
ら
の
視
野
ま
で
広
げ
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。

〔
畫

◎

閣
餘
寒
在　

新
年
舊
燕

◎

歸　

梅
花
犹
帶
雪

◎

　

未
得
試
春
衣
〕
張　

起

読
み
︱
画が

閣か
く

余よ

寒か
ん

在あ

り
、
新し

ん

年ね
ん

旧き
ゅ
う

燕え
ん

帰か
え

る
。
梅ば

い

花か

猶な

お
雪ゆ

き

を
帯お

び
、
未い

ま

だ
春し

ゅ
ん

衣い

を
試こ

こ
ろ

む
る
を
得え

ず
。

意
味
︱
画
の
あ
る
楼
閣
に
ま
だ
寒
さ
が
の
こ
り
、
新
年
に
な
っ
て
昔
の
燕
が
帰
っ
て
き
た
。
梅
の
花
は
な
お
雪
を
帯
び
て
、

　
　
　

ま
た
春
の
衣
を
着
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）
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２
字
で
ひ
と
つ
に

㊥

大

㊥

小

大

３
字
で
ひ
と
つ
に

◎

◎

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
三
段
）

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
五
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

佐々木 彩苑 書

初等…四半切（約68×約17.5センチ）
一行…半　切（約136×約35センチ）

使
用
筆（
初
等
・
心
月　

一
行
・
翔
龍
）・
使
用
紙（
初
等
・
四
半
切
華
心
箋　

一
行
・
半
切
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
雪

◎

梅
初

◎

度
臘
〕
孫そ

ん　

逖て
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
雪せ

つ

梅ば
い

初
め
て
臘ろ

う

を
度わ

た

る
。　
　

意
味
︱
雪
の
積
も
っ
た
梅
が
12
月
を
越
し
て
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
る
。（
臘
→
陰
歴
12
月
の
別
名
）

・
中
位
の
山
場
、「
木
」
は
重
く
偏
と
旁
の
高
さ
を
変
え
る
。「
毎
」
の
上

部
を
前
字
の
下
部
へ
近
づ
け
る
。

・
墨
継
ぎ
な
の
で
字
間
を
少
し
空
け
て
書
き
出
す
。「
衤
」
は
太
目
に
坐

高
は
高
く
。「
刀
」
は
軽
や
か
に
。

・
５
文
字
の
中
で
い
ち
ば
ん
小
さ
く
。
不
等
辺
三
角
形
に
つ
く
れ
ば

成
功
‼

・
復
雑
な
字
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
も
出
し
て
書
か
れ
た
ら
見
映
え

が
し
ま
す
ね
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
お
正
月
だ
か
ら
な
る
べ
く
目●

出●

た●

い●

字
句
を
と
思
い
ま
し
た
。「
雪
梅
初

度
臘
」。
雪
の
積
も
っ
た
梅
が
12
月
を
越
し
て
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
る
。
梅
と
聞
き
ま

す
と
芳
し
い
香
が
漂
っ
て
来
る
よ
う
な
錯
覚
を

お
ぼ
え
ま
す
。
紅
梅
も
良
い
け
れ
ど
好
み
は
や

っ
ぱ
り
凛
と
し
た
白
梅
か
な
、
春
へ
の
期
待
感

も
あ
っ
て
好
き
な
花
木
で
す
ね
。

　

さ
て
今
月
号
の
墨
継
ぎ
は
「
初
」
で
す
。「
雪
」

は
ど
っ
ぷ
り
と
墨
を
入
れ
て
始
ま
り
、「
梅
」
で

字
幅
を
と
り
安
定
さ
せ
「
初
・
度
・
臘
」
と
３

字
で
ひ
と
つ
の
文
字
群
に
し
て
下
さ
い
。

・
中
位
の
大
き
さ
で
書
き
出
す
。
点

と
２
画
目
は
太
目
に
雨
か
ん
む
り

の
中
味
は
右
寄
せ
に
。

初等課題原寸大手本300円、一行課題原寸大手本500円で販売しております。

〔
雪
〕

〔
梅
〕

〔
臘
〕

〔
度
〕

〔
初
〕
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実 用 課 題 菅 野 華 翠 書１月号

※出品段級位（実用課題 新級〜五段）

使
用
筆（
寿
無
涯
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

「
実
用
課
題
」は
、
段
級
位
認
定
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。（
支
部
長
先
生
は
支
部
長
手
帳
の
Ｐ
21
を
ご
覧
下
さ
い
。）

参さ
ん

加か

賞し
ょ
う

敢か
ん

闘と
う

賞し
ょ
う

福ふ
く

寿じ
ゅ

草そ
う

お
年と

し

玉だ
ま

松ま
つ

の
内う

ち

鏡か
が
み

開び
ら

き

16



か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書１月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ
に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
春は

る

く
れ
ば
や
ど
に
ま
づ
咲さ

く
梅う

め

の
花は

な

き
み
が
千ち

と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
見み

る
（
紀
貫
之
）

意
味
︱
春
が
来
る
と
庭
に
め
で
た
く
も
第
一
に
咲
く
梅
の
花
を
、
君
が
千
歳
の
春
の
祝
ご
と
に
、
こ
れ
こ
そ
か
ざ
し
と
思
っ
て
見
る
。

春
く
れ
者は

や
と
二に

万ま

つ
さ
く
有う

め
の
花
君
可か

遅ち

と
せ
の
可か

佐さ

し
と
所そ

三み

類る

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜八段）　 　 　 　 　 　 《 短 歌 課 題 》
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放
ち
書
き
も
気
脈
を
一
貫
さ
せ
る

筆
圧
か
け
て
太
く

リ
ズ
ム
に
乗
り
軽
い
タ
ッ
チ
で

点
の
表
情
の
変
化

気
持
ち
を
つ
な
い
で

横
に
並
ば
な
い

　
　
　
よ
う
に

◎

◎

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

作
品
に
は
、見
せ
場
（
山
場
）
と
い
え
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
強
く
、墨
を
盛
り
上
げ
堂
々

と
し
た
見
せ
場
、
ま
た
渇
す
れ
て
、
す
か
っ
と
ぬ
け
た
見
せ
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
見
せ
場

を
ど
う
打
ち
出
し
て
い
く
か
に
よ
っ
て
作
品
の
良
し
悪
し
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
こ
ぞ

と
見
せ
場
ば
か
り
多
く
つ
く
っ
て
も
、
わ
ず
ら
わ
し
く
な
る
だ
け
で
す
。

　

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
構
成
上
大
切
な
要
素
で
す
。
量
的

対
照
・
質
的
対
照
・
直
線
と
曲
線
・
横
と
縦
・
斜
線
・

上
下
の
対
照
・
左
右
の
対
照
を
部
分
的
に
考
え
る
と
同

時
に
、
全
体
と
し
て
も
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歳
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斜
＝

　
『
今
月
は
、
線
の
表
情
を
作
る
た
め
、
タ
ッ
チ
の
軽
重
を
意
識
し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
や
」
の
縦
画
は
軽
い
タ
ッ
チ
、「
と
尓
万
」
で
筆
圧
を
か
け
た
重
味
の
あ
る
線
に
、「
つ
さ
く
」

で
軽
い
タ
ッ
チ
に
し
ま
す
。
２
行
目
上
部
で
も
、
筆
の
タ
ッ
チ
を
変
え
る
こ
と
で
、
一
回
し

か
出
来
な
い
線
表
現
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

〔
八は

る
来
れ
者は

や
と
尓に

万ま

つ
さ
く
梅
の
花
君
可か

千
歳と

せ

の
可か

斜さ

志し

と
所そ

見
留る

〕　

読
み
︱
春は

る

く
れ
ば
や
ど
に
ま
づ
咲さ

く
梅う

め

の
花は

な

き
み
が
千ち

と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
見み

る
（
紀
貫
之
）

意
味
︱
春
が
来
る
と
庭
に
め
で
た
く
も
第
一
に
咲
く
梅
の
花
を
、
君
が
千
歳
の
春
の
祝
ご
と
に
、
こ
れ
こ
そ
か
ざ
し
と
思
っ
て
見
る
。

◎

◎

読
み
︱
春は

る

く
れ
ば
や
ど
に
ま
づ
咲さ

く
梅う

め

の
花は

な

き
み
が
千ち

と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
見み

る
（
紀
貫
之
）

意
味
︱
春
が
来
る
と
庭
に
め
で
た
く
も
第
一
に
咲
く
梅
の
花
を
、
君
が
千
歳
の
春
の
祝
ご
と
に
、
こ
れ
こ
そ
か
ざ
し
と
思
っ
て
見
る
。
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ペン楷書課題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

ペン行 書 課題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
古
賀
稔
彦（
１
９
６
７
〜
）…
日
本
の
柔
道
家
。

こ

が

と
し

ひ
こ
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ペン行書課 題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
古
賀
稔
彦（
１
９
６
７
〜
）…
日
本
の
柔
道
家
。

こ

が

と
し

ひ
こ
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